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遺跡番号   平成16年度新規登録 

調査次数   第二次 

所在地     南陽市大字上野字上野四他 

調査委託者  山形県置賜総合支庁産業経済部農村整備課 

調査原因   農地環境整備事業 （ 上野地区 )  

調査面積   2,500 ㎡ 

現地調査   平成18年 ５ 月 ８ 日～ ６ 月16日 ・ 平成18年 ９ 月 ４ 日～ ９ 月22日 

遺跡種別   集落跡 

時代     縄文時代 ( 中期 ) 、 平安時代 、 中世 ・ 近世 

遺構     河川跡 ・ 土坑 ・ 杭跡 ・ 柱穴 ・ 溝跡 

遺物     縄文石器 、 須恵器 、 陶磁器 、 木製品 

調査担当者  調査第一課長  野尻侃 ・ 主任調査研究員  須藤孝宏 （ 調査主任 ） ・ 調査研究員  菅原哲文 

調査指導   山形県教育庁教育や ま が た振興課文化財保護室 

調査協力   山形県教育庁置賜教育事務所 ・ 南陽市教育委員会 ・ 南陽市農林課 ・ 上野 フ ルー ツ ラ ン ド 整備推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  調査にい た る 経過 と 概要 

 上野遺跡の緊急発掘調査は 、 南陽市上野地区におけ る

県営農地環境整備事業計画に伴い 、 実施 さ れた も のです 。

すでに昨年度中に 、 事業に係 る 3,050 ㎡につい て第一次

調査が実施 さ れてお り 、 縄文時代の土坑 ・ 平安時代の土

器埋設遺構 ・ 中世か ら 近世にか け て の掘立柱建物跡等が

検出 さ れ ま し た 。 今年度 も 引 き 続 き 事業が実施 さ れ る こ

と か ら 、 県教育委員会は 、 平成17年12月に平成18年度事

業計画地区内 を 対象に10箇所の ト レ ン チ を 設定 し 、 埋蔵 

 

文化財の所在の有無 を 調べ る 試掘調査 を 実施 し ま し た 。

調査の結果 、 中世の も の と 考え ら れ る 遺構 ・ 遺物が検出

さ れた こ と を 受け 、 県教育委員会 と 山形県置賜総合支庁

産業経済部農村整備課 と が協議 し て 、 記録保存の た めの

第二次緊急発掘調査 を 行 う こ と と し 、 山形県埋蔵文化財

セ ン タ ーに調査 を 委託す る こ と に な り ま し た 。  

第二次発掘調査は 、 平成18年度の事業区域の う ち本工

事で切土 と な る 約 2,500 ㎡ を 対象 と し て実施 さ れ ま すが 、

こ の う ち ５ 月 ８ 日か ら ６ 月16日の期間で調査 を 行 っ た面

積は約 1,900 ㎡です 。 調査区は 、 ５ 月か ら ６ 月にか け て

調査 を 行 っ た水田部分につい て は 、 区内 を 南北に通 る 農

業用水路 を 境に し て 、 西側 を ８ 区 、 東側 を ９ 区 と 設定 し 、

９ 月に調査 を 行 う 予定の果樹園部分 を ７ 区 と し ま し た 。  

２  遺跡の立地 と 環境 

上野遺跡は 、 南陽市大字上野字上野 ４ 他に所在 し ま す 。

遺跡は南陽市役所か ら 北東へ約 750m 、 吉野川か ら 東に

約 250m の 、 上野集落か ら 南側に張出す河岸段丘 を 中心

と し た地点に立地 し ま す 。 標高は約 235 ～ 250m を 測 り

ま す 。 現況は水田や畑地 、 果樹園等に な っ て い ま す 。  

上野遺跡の所在す る 南陽市は 、 県内最大の国史跡稲荷 

第 １ 図  遺構配置図 (S=1:25,000)  
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森古墳な ど 、 著名な古墳が数多 く 分布 し て い ま す 。 上野

遺跡周辺に も 、 終末期の古墳群で あ る 蒲生田古墳群 、 上

野山古墳群 、 二色根古墳群 、 烏帽子山古墳群等が分布 し

ま す 。 中世の城館跡では 、 遺跡南東に標高 341m の二色

根館が築かれて い ま し た 。 こ の城は 、 伊達氏以前か ら 要

害の地 と し て軍事的な拠点で あ っ た場所です 。 吉野川の

対岸には 、 蒲生田館 、 若狭郷屋敷遺跡 、 中落合館が あ り

ま す 。 鎌倉時代に置賜地方は長井氏の勢力下に あ り ま し

た が 、 天授 ６ 年 (1380) 頃以降室町時代にか け て 、 伊達氏

が支配 し て い ま し た 。 天正19年 (1591) に伊達政宗が陸奥

岩出山へ転封 と な り 、 置賜は一時蒲生氏領 と な り ま し た

が 、 慶長 ３ 年 (1598) 以降 、 江戸時代 を 通 じ て上杉氏領 と

な り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 図  遺構配置図作成状況 ( 平板測量 )  

第 ２ 図  ９ 区 SD436 遺構精査状況 

第 ４ 図  ９ 区 SD433 遺構精査状況 
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３  検出 さ れた遺構 

 今回調査 し た ８ 区お よ び ９ 区で検出 さ れた遺構は 、 数

本の河川 ( ま た は溝 ) 跡 と 10数基の杭跡お よ び土坑 、 そ

し て数基の性格不明遺構な ど で あ り 、 掘立柱建物跡 と 認

め ら れ る 柱穴は検出 さ れ ま せん で し た 。 掘 り 方 と 柱痕が

確認で き た柱穴は 、 ８ 区の Ｓ Ｐ ４ １ ２ く ら いで あ り 、 他

の多 く の柱穴は掘 り 方 と 柱痕が不明瞭で 、 覆土 も 水田の

耕作土に似て い る こ と か ら 、 現代におけ る 開田の際に掘

ら れた も のでは な いか と 考え ら れ ま す 。  

 遺跡におけ る 基本層序は 、 にぶい黄橙色の粗砂 と 礫か

ら な る 岩盤層の上に 、 黒色粘土質シル ト ・ 灰黄褐色砂質

シル ト ・ 水田耕作土で あ る 表土層が順に重な る 構成に な

っ て い ま す 。 遺構の分布につい て は 、 灰黄褐色砂質シル

ト 層に あ た る ８ 区南西部か ら ９ 区北東部にか け て比較的

密度が濃 く 、 にぶい黄橙色の粗砂 と 礫か ら な る 岩盤層に

あ た る ８ 区の北西部 と ９ 区の南東部につい て は大変希薄

な様相 を 呈 し て い ま す 。 すべて の遺構は 、 表土下の灰黄

褐色砂質シル ト 層か ら 検出 さ れてお り 、 特に ８ 区の北西

部につい て は 、 こ の層が開田の際に削平 さ れた た めに遺

構の検出が困難で あ っ た も の と 考え ら れ ま す 。  

 昨年度実施 さ れた第一次調査の結果か ら 、 中世 ・ 近世

の遺構 、 特に掘立柱建物跡の検出が期待 さ れ ま し た が 、

今回の第二次調査前半におい て は 、 昨年度の調査 と 直接

関連付け ら れ る 遺構は検出 さ れ ま せん で し た 。 遺物の出

土す る 遺構が限 ら れて い る こ と か ら 、 各遺構の時代特定

が難 し い状況です 。 今後 、 各遺構か ら 出土 し た杭材や炭

化物お よ び採取 し た土壌サ ン プル等 を 手がか り と し て 、

各遺構のおお よ そ の時代 と 特性 を 明 ら かに し て い き た い

と 考え て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 図  ９ 区 SX428 断面 

第 ７ 図  ９ 区 SP413 杭材検出 

第 ８ 図  ８ 区柱穴断面 

第 ５ 図  8 区 SD425 断面 第 ９ 図  ９ 区 SD433 断面 
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４  出土 し た遺物 

 縄文時代の遺物 と し て は 、 石器が数点出土 し て い ま す 。

ど れ も 表土除去の際に出土 し た も ので 、 石箆 ・ 掻器 ・ 剥

片 ・ 石核な ど が認め ら れ ま す 。 ま た 、 ド ン グ リ 等の木の

実 を 擂 り 潰 し た り す る と き に使用 し た と 考え ら れ る 石器

も 出土 し て い ま す 。  

 古代 （ 奈良 ・ 平安時代 ） の遺物 と し て は 、 須恵器片が

２ 点ほ ど 出土 し て い ま す 。 それぞれ坏の蓋 ・ 甕の破片 と

思われ ま す 。 こ れ ら も すべて表土除去の際に出土 し た も

のです 。 こ の う ち 、 須恵器甕片には 、 内側に釉が施 さ れ

て い ま す 。 焼成時に灰が内側に付着 し た こ と に よ る も の

と 思われ ま す 。 こ れ ら の特徴 を 手がか り に 、 こ れか ら よ

り 詳細な製作地や製作年代等の特定 を し て い き た い と 考

え て い ま す 。  

 中世 ・ 近世の遺物 と し て は 、 陶磁器が十数点出土 し て

い ま す 。 中世の遺物には 、 12～13世紀 （ 鎌倉時代に相

当 ） の も の と 思われ る 中国龍泉窯産の青磁碗 と 、 中世陶

器の ２ 点が あ り ま す 。 こ の う ち 、 青磁碗の内側には劃花

文 と 呼ばれ る 片切 り 彫 り の文様が施 さ れて い ま す 。 近世

の遺物には 、 在地の陶器 ・ 色絵の段重 （ 重箱 。 食品や化

粧品等の容器 と し て使われた も の 。） ・ 碗や皿等の各種

磁器が あ り ま す 。 伊万里や波佐見産の二重網目文碗や草

花文の碗や皿が出土 し て い ま す 。  

 そ の他に 、 杭材 と 思われ る 木製品が ９ 区 Ｓ Ｐ ４ １ ３ か

ら 出土 し て い ま す 。 遺跡 ・ 遺構の時代特定の手がか り と

な る も のですので 、 今後理化学的資料分析に よ り 、 材質

及び使用年代 を 特定 し て い き た い と 考え て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 図  縄 文 石 器 

第14図  杭材 

第13図  近世磁器 

第12図  須恵器 ・ 青磁 ・ 中世陶器 

第10図  ８ 区遺構検出状況 


